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新
し
い
神
楽
で
夏
祭
り
を
開
催

川
原
畑
地
区
で
は
、
住
民
有
志
で
組
織
す
る
川
原
畑
神
楽
保
存
会
（
会
長
  水
越
昭
治
）
が

中
心
と
な
り
、

（財）
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
で
行
っ
て
い
る
「
一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
」
を

活
用
し
、
老
朽
化
し
た
神
楽
や
太
鼓
等
を
新
た
に
整
備
し
直
し
ま
し
た
。

７
月
18
日
～
20
日
に
て
開
催
し
た
「
熊
野
八
幡
神
社
祇
園
祭
」
に
お
い
て
、
新
し
い
神
楽
を

地
域
住
民
に
初
お
披
露
目
し
例
年
以
上
の
盛
り
上
が
り
を
見
せ
ま
し
た
。

平成21年10月１日（２）

『コミュニティ助成事業』とは？
財団法人自治総合センターで行っている宝くじの普及広報

を目的とし、住民組織が主体となり地域のコミュニティの健
全な発展を図る事業です。道志村では、平成 17 年度に善之木
地区のコミュニティセンター整備、平成 19 年度に神地地区の
神楽等を同事業により整備しています。川原畑神楽保存会で
は、250 万円の助成を頂き、新規に獅子頭、太鼓、法被、テン
トなど活動に必要な備品を購入しました。本事業に興味のあ
る住民グループの方は道志村役場総務課財政・政策グループ

（５２－２１１１）にお問い合わせください。
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〜
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〜

〜
川
原
畑
地
区
〜



道
志
村
で
は
、
平
成
21
年
７
月
31
日
付

で「
道
志
村
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
」を

策
定
し
、
村
役
場
や
農
林
水
産
省
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
て
公
表
し
て
お
り
ま
す
。

本
構
想
で
は
、
水
源
か
ん
養
林
の
保
全

の
た
め
の
間
伐
促
進
を
図
る
と
と
も
に
、

生
ご
み
、
浄
化
槽
汚
泥
及
び
家
畜
排
せ
つ

物
の
処
理
や
間
伐
材
等
の
活
用
を
想
定
し

て
い
ま
す
。

現
在
、
村
で
は
生
ご
み
の
回
収
を
行
っ

て
お
ら
ず
、
原
則
と
し
て
各
家
庭
で
コ
ン

ポ
ス
ト
容
器
等
に
よ
る
処
理
を
お
願
い
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
全
て
の
家
庭
に

コ
ン
ポ
ス
ト
が
配
布
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

や
夏
場
の
臭
気
、害
虫
等
の
発
生
、単
身
世

帯
等
の
処
理
の
困
難
度
な
ど
か
ら
、
生
ご

み
の
定
期
的
な
回
収
が
急
務
の
課
題
と
な

っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
課
題
解
決
に
向
け
て
、今
後
、生
ご

み
に
つ
い
て
は
モ
デ
ル
地
区
等
で
の
実
証

実
験
を
通
し
て
、
他
の
ご
み
と
同
様
に
定

期
回
収
を
段
階
的
に
実
施
し
て
い
く
こ
と

を
予
定
し
て
い
ま
す
。さ
ら
に
、回
収
し
た

生
ご
み
を
お
が
く
ず
や
家
畜
排
せ
つ
物
等

を
混
ぜ
て
た
い
肥
化
し
、
販
売
す
る
こ
と

を
検
討
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
未
利
用
資
源
活
用
の
木
質
系
バ

イ
オ
マ
ス
事
業
に
つ
い
て
も
取
組
み
、
た

い
肥
、燃
料
チ
ッ
プ
、バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル

等
を
製
造
す
る
た
め
の
変
換
施
設
を
順
次

整
備
し
、
地
域
社
会
を
豊
か
に
す
る
「
循

環
型
社
会
」
を
構
築
す
る
こ
と
を
目
指
し

ま
す
。

な
お
、本
構
想
に
つ
い
て
は
、道
志
村
役

場
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
公
表
し
て
い
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
こ
ち
ら
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

役
場
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.vill.doshi.lg.jp/ka

/info.php?if_id=159

農
林
水
産
省
「
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
公
表

状
況
」

http://w
w
w.m
aff.go.jp/j/biom
ass

/b_tow
n/index.htm
l

農
林
水
産
省
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
「
バ
イ
オ

マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
の
公
表（
第
36
回
）に
つ

い
て
」

http://w
w
w.m
aff.go.jp/j/press/

kanbo/bio/090731.htm
l

（３）

「
道
志
村
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
」を

策
定
し
ま
し
た
！！

たい肥製造機（発酵ドラム） オガ粉製造装置 ヒノキ精油採取装置

製材所 オガ粉 たい肥置き場 包装されたたい肥

参 考 事 例　



平
成
21
年
10
月
１
日
以
降
に
出
産
さ

れ
る
方
か
ら
、
出
産
育
児
一
時
金

の
①
支
給
額
と
②
支
払
方
法
が
変

わ
り
ま
す
。

①
支
給
額
が
変
わ
り
ま
す

４
万
円
引
上
げ
、

原
則
42
万
円
と
な
り
ま
す
。

※
　
産
科
医
療
補
償
制
度
に
加
入
す
る

病
院
な
ど
に
お
い
て
出
産
し
た
場

合
に
限
り
ま
す
。
そ
れ
以
外
の
場

合
は
39
万
円
と
な
り
ま
す
。

②
直
接
支
払
制
度
が
実
施
さ
れ
ま
す

か
か
っ
た
出
産
費
用
に
出
産
育

児
一
時
金
を
充
て
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
原
則
と
し
て
医
療
保
険

者
か
ら
出
産
育
児
一
時
金
が
病
院

な
ど
に
直
接
支
払
わ
れ
る
仕
組
み

に
変
わ
り
ま
す
。

今
後
は
原
則
42
万
円
の
範
囲
内

で
、
ま
と
ま
っ
た
出
産
費
用
を
事

前
に
用
意
し
な
く
て
も
よ
く
な
り

ま
す
。

平成21年10月１日（４）

※
　
出
産
育
児
一
時
金
が
42
万
円
を
超

え
て
支
給
さ
れ
る
場
合
で
も
、
42

万
円
ま
で
が
直
接
支
払
制
度
の
対

象
で
す
。

42
万
円
を
超
え
る
部
分
は
、
ご
加

入
の
医
療
保
険
者
に
ご
自
身
で
請

求
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。

※
　
出
産
費
用
が
42
万
円
を
超
え
る
場

合
は
、
そ
の
差
額
分
は
退
院
時
に

病
院
な
ど
に
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

ま
た
、42
万
円
未
満
の
場
合
は
、そ

の
差
額
分
を
医
療
保
険
者
に
請
求

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
　
出
産
育
児
一
時
金
が
医
療
保
険
者

か
ら
病
院
な
ど
に
直
接
支
払
わ
れ

る
こ
と
を
望
ま
れ
な
い
場
合
は
、

出
産
後
に
医
療
保
険
者
か
ら
受
け

取
る
従
来
の
方
法
を
ご
利
用
い
た

だ
く
こ
と
も
可
能
で
す
。

（
た
だ
し
、出
産
費
用
を
退
院
時
に

病
院
な
ど
に
い
っ
た
ん
ご
自
身
で

お
支
払
い
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
す
）

★

手
続
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ご
加
入
の

医
療
保
険
者
の
窓
口
、
ま
た
は
出
産
さ

れ
る
病
院
な
ど
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

★

厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
出
産

育
児
一
時
金
の
見
直
し
に
つ
い
て
の
情

報
を
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
ご
参
照
く

だ
さ
い
。

子
育
て
応
援
特
別
手
当
（
平
成
21
年
度

版
）は
、平
成
21
年
４
月
10
日
に
決
定
さ
れ

た
「
経
済
危
機
対
策
」
の
一
環
で
す
。

現
下
の
厳
し
い
経
済
情
勢
を
踏
ま
え
、

幼
児
教
育
期
の
負
担
に
配
慮
す
る
観
点
か

ら
、平
成
21
年
度
限
り
の
措
置
と
し
て
、子

ど
も
を
持
つ
対
象
世
帯
に
手
当
を
支
給
し

ま
す
。

申
請
期
間

平
成
21
年
12
月
頃
を
予
定
し
て
お
り
ま

す
。（
決
定
次
第
、ご
連
絡
い
た
し
ま
す
。）

支
給
対
象
基
準
日

平
成
21
年
10
月
１
日

（
平
成
21
年
10
月
１
日
に
住
民
登
録

し
て
い
る
市
町
村
へ
の
申
請
と
し
ま

す
。）

対
象
と
な
る
子
ど
も

次
の
２
つ
に
該
当
す
る
子
ど
も

①
生
年
月
日
が
平
成
15
年
４
月
２
日

か
ら
平
成
18
年
４
月
１
日
ま
で
の

子
ど
も

②
基
準
日
に
お
い
て
住
民
基
本
台
帳

に
記
載
さ
れ
て
い
る
子
ど
も
又
は
、

外
国
人
登
録
現
票
に
登
録
さ
れ
て

い
る
子
ど
も

※
平
成
21
年
度
版
支
給
対
象
と
な
る

子
ど
も
が
第
１
子
ま
で
拡
大
し
て

い
ま
す
。

支
給
対
象
者

次
の
２
つ
に
該
当
す
る
子
ど
も

①
支
給
対
象
と
な
る
子
ど
も
の
属
す

る
世
帯
の
世
帯
主

②
住
民
基
本
台
帳
に
記
載
さ
れ
て
い

る
者
又
は
、
外
国
人
登
録
現
票
に

登
録
さ
れ
て
い
る
子
ど
も

支
給
額

対
象
と
な
る
子
ど
も
１
人
あ
た
り

３
６
，
０
０
０
円

支
給
方
法

世
帯
主
が
指
定
す
る
口
座
へ
の
振
込

（
世
帯
主
又
は
世
帯
構
成
者
の
口
座
に

限
り
ま
す
。）

問
合
わ
せ
先

役
場
住
民
健
康
課

☎
52
-２
１
１
３

出
産
育
児
一
時
金
の

引
き
上
げ
に
つ
い
て

平
成
21
年
度

子
育
て
応
援
特
別
手
当



（５）

支援措置について
ＤＶ被害者の方については、警察署等に相談を行った上で、お住まいの市区町村に対して

支援措置の実施を申し出ることにより、加害者である配偶者等による住民基本台帳の一部写し

の閲覧や住民票の写しの交付等について、制限を設けることができます。

事前申請について
いろいろな事情で、どうしても今お住まいの市町村に住所登録できないＤＶ被害者の方は、

今お住まいの市町村で事前申請を行ってください。

事前申請書の申請期間・・・10月 1日〜10月 30日

・　事前申請書に基づき、住民登録をされている市区町村へ連絡し、子育て応援特別手当の

支給対象者を世帯主から、DV被害者の方へ変更します。

・　事前申請書に記入された今お住まいの住所等の情報は、住民登録をされている市区町村へ

は知らせません。

・　子育て応援特別手当は、事前申請書を提出した市区町村ではなく、住民登録がされている

市区町村から支給されるため、支給の時期は、それぞれの市区町村で異なります。

・　10 月 30 日を過ぎると、事前申請は受け付けられません。

申請・問合わせ先
道志村役場　住民健康課　☎52−2113

家庭内暴力（DV）の被害者の方へ
（子育て応援特別手当）

支援措置を受けるための手続の流れ

① ＤＶ被害の相談・支援措置の申出書の提出

②　申出書に警察署等の意見を加えて被害者に交付

③　警察署等で交付された支援措置の申出

④　支援措置申出書の確認・関係市区町村に申出書転送

警察署等 DV被害者 市区町村 関係市区町村
① ③ ④

④②

提出書類

・　事前申請書（道志村役場住民健康課にあります）

・　DV被害者であることが確認できる書類

（配偶者暴力相談支援センターや婦人相談所の発行する証明等）

・　振込口座の通帳の写し



平成21年10月１日（６）

3
休　診

2
ポリオ予防接種

10
午前中のみ診察

17
午前中のみ診察

24
午前中のみ診察

10／1
研修のため休診

8
研修のため休診

15
研修のため休診

22
研修のため休診

29
研修のため休診

30
午後：乳幼児検診

31
午前中のみ診察

9／30

7

14

21

28

9／29
午前：胃カメラ

6
午前：胃カメラ

5

13
午前：胃カメラ

20
午前：胃カメラ

27
午前：胃カメラ
中学校強歩前検診

9／28

12
体育の日

19

26

4

9／27

11

18

25

9

16

23

日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

月始めには保険証の提出をお願いします。

十
月
の
予
定

診 療 所 だ よ り
新型インフルエンザについての報道が毎日、テレビ・ラジオ・新聞等でみられます。この便

りを書いている９月下旬では、道志村村内に限っては散発例のみで蔓延はしていませんが、冬
になるこれからの季節に大流行となる可能性があり引き続き注意が必要です。今回は皆さんも
例年以上に関心のあるインフルエンザ予防接種（ワクチン）についての内容です。

最初に大前提の確認です。これからお話しする予防接種は、通常の季節性インフルエンザに

対するものです。今マス・メディアで騒がれている新型（豚由来）インフルエンザに対する内
容ではないのでご了解ください。新型インフルエンザの予防接種については、９月下旬の現段
階ではまだ接種方法・場所について決定しておりませんので、決まり次第、広報等を通じて連
絡させていただきます。

それでは通常のインフルエンザワクチンの説明です。その冬に流行する可能性が高いと予測
されるA型インフルエンザウイルス2種類とB型インフルエンザウイルス１種類に対するワクチ
ンを混合したものです。流行株とワクチン株が一致すれば大きな予防効果が期待できます。接
種は小児の場合毎年２回必要ですが、13歳以上の人が毎年接種を受ける場合は、１回の接種で
も２回の接種とほぼ同等の効果が得られるものと考えられています。65歳以上の方、60−64歳
で心・腎・呼吸器に機能障害を有する方、集団行動をしている方（保育園児、小中学生、高校
生等）は接種をお奨めします。流行前までの10月から12月始め頃までの接種が望ましいとされ
ています。

当院での接種開始は10月下旬からになりそうです。例年と同程度の本数を確保しております
が、今年は新型インフルエンザ用ワクチン製造のため通常のインフルエンザワクチンの供給量
が足りなくなっており、また世間一般の関心が昨年よりも大きく、接種希望者が増えることを
考慮すると、予約をしたのにも関わらず、当院での接種ができない方も出てくるかと思いま
す。その際には他の接種可能医療機関を紹介するなどの対応を取らせていただきますが、何卒
ご了承ください。

なお冒頭でも述べましたが、新型インフルエンザ用のワクチン接種については、まだ詳細事
項が決定しておりませんので、連絡が入り次第、お知らせいたします。

物理学者・寺田寅彦氏の言葉に「正しく恐れる」とあります。いたずらに不安がらずに状況
（ニュース）を判断し、しっかり備え（ワクチン接種）、生活（咳エチケット…覚えています
か？９月号参照）していきましょう！



（７）

噴
き
荒
れ
ろ
六
十
二
の
風
～
」
と
い
う
テ

ー
マ
に
ふ
さ
わ
し
く
、
心
と
心
が
つ
な
が

り
・
は
つ
ら
つ
と
動
き
・
一
人
ひ
と
り
の

笑
顔
が
輝
い
た
二
日
間
で
し
た
。

保
護
者
や
地
域
の
皆
さ
ん
に
は
、
本
校

の
活
動
の
一
環
を
ご
覧
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◎
中
学
校
芸
術
鑑
賞
会

日
時
　
　
11
月
17
日
（
火
）

午
後
１
時
45
分
～
３
時
10
分

場
所
　
　
道
志
中
学
校
  体
育
館

内
容
　
　
太
鼓
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

『
天
野
宣
＆
阿
羅
漢
』

„
笛
・
和
太
鼓
奏
者
“
に
よ
る

演
奏

笛
・
和
太
鼓
奏
者
と
し
て
有
名
な
天
野

宣
さ
ん
を
お
迎
え
し
て
、
伝
承
活
動
五
十

周
年
を
記
念
し
て
の
演
奏
会
を
し
ま
す
。

伝
統
音
楽
の
美
し
い
響
き
を
感
じ
取
り
、

よ
り
深
い
本
物
の
日
本
文
化
の
理
解
と
伝

承
し
て
い
く
心
の
大
切
さ
に
気
付
く
こ
と

が
で
き
れ
ば
と
考
え
ま
す
。

子
ど
も
達
も
一
緒
に
演
奏
で
き
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
期
待
し
て
く
だ
さ
い
。

費
用
は
、
村
か
ら
の
費
用
で
ま
か
な
わ
れ

て
い
ま
す
。
（
無
料
）
保
護
者
、
地
域
の

皆
様
方
も
是
非
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

野
球
部
の
使
用
す
る
バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
の

傷
み
が
激
し
く
、
修
理
を
お
願
い
し
て
い

た
と
こ
ろ
、
九
月
十
日
に
新
し
く
取
り
替

え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

ま
た
、
腰
掛
け
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
部
分

に
衝
撃
安
全
マ
ッ
ト
を
設
置
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ボ
ー
ル
を
追
い
か
け
て
ぶ
つ

か
っ
て
も
怪
我
を
す
る
心
配
も
な
く
な
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
ス
パ
イ
ク
で
蹴
る
と

穴
が
開
く
ほ
ど
柔
ら
か
い
の
で
大
切
に
使

用
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

傷
み
の
酷
く
な
っ
た
フ
ェ
ン
ス
も
新
し
い

も
の
に
取
り
替
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
夏
、
野
球
部
は
、
富
士
吉
田
市
制

祭
協
賛
、
第
三
十
四
回
郡
内
地
区
、
中
学

生
招
待
野
球
大
会
に
お
い
て
、
見
事
優
勝

の
栄
冠
を
勝
ち
取
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

新
し
い
バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
に
華
を
添
え
る

と
同
時
に
、
今
後
、
引
き
継
ぐ
後
輩
達
の

新
た
な
目
標
に
な
り
、
練
習
環
境
が
整
備

学校だより 道志中学校 (第44号）

さ
れ
た
こ
と
を
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

村
当
局
の
ご
理
解
に
深
く
感
謝
し
、
有

効
活
用
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

◎
第
三
十
五
回
若
鮎
祭

第
三
十
五
回
若
鮎
祭
が
九
月
十
二
日
・

十
三
日
の
両
日
、
多
く
の
来
賓
、
保
護
者

や
地
域
の
皆
様
を
お
迎
え
し
て
行
わ
れ
ま

し
た
。

テ
ー
マ
や
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
や
テ
ー
マ

ソ
ン
グ
を
公
募
し
、
一
学
期
か
ら
少
し
ず

つ
準
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
六
十
二
名

と
い
う
少
な
い
生
徒
数
で
す
が
、
最
高
の

若
鮎
祭
に
し
よ
う
と
一
人
ひ
と
り
が
何
ら

か
の
実
行
委
員
会
に
属
し
、
一
丸
と
な
っ

て
取
り
組
み
ま
し
た
。

一
日
目
は
文
化
の
部
で
、
体
育
館
に
お

い
て
学
年
合
唱
・
演
劇
・
学
年
太
鼓
・
全

校
合
唱
が
あ
り
ま
し
た
。
ど
の
生
徒
も
表

現
す
る
こ
と
の
楽
し
さ
や
喜
び
、
す
ば
ら

し
さ
を
味
わ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

二
日
目
は
素
晴
ら
し
い
秋
空
の
下
、
体

育
の
部
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ブ
ロ
ッ
ク
対

抗
種
目
・
学
年
対
抗
種
目
に
力
強
い
競
技

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
「
風
伝
説
～

◎
校
庭
バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
・
フ
ェ
ン
ス
の

取
り
替
え
工
事



◆
運
動
教
室
で
全
身
の
筋
肉
を

鍛
え
て
い
ま
す
！

65
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
運
動
教
室
が

９
月
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。「
体
が
軽
く
な

っ
た
」「
痛
み
が
軽
く
な
っ
た
」「
畑
仕
事
で

は
使
わ
な
い
筋
肉
が
鍛
え
ら
れ
る
」
な
ど

の
声
が
聞
か
れ
て
い
ま
す
。
関
心
の
あ
る

方
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
ま
た
65
歳

以
下
の
方
で
準
備
・
片
づ
け
な
ど
で
の
協

力
を
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
参
加
で
き
ま
す
の
で
役
場
住
民
健

康
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

平成21年10月１日（８）

問
合
わ
せ
先

役
場
住
民
健
康
課
保
健
師

（
伯
耆
・
宮
下
）
 ☎
52
–２
１
１
３

◆
ス
ポ
ー
ツ
で
体
を
動
か
し
ま
し
ょ
う

秋
を
迎
え
、
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
絶
好
の

機
会
と
な
り
ま
し
た
。
村
民
の
方
は
無
料

で
体
育
館
を
利
用
で
き
ま
す
の
で
、
休
日

な
ど
に
ご
家
族
や
お
友
達
と
ス
ポ
ー
ツ
を

し
て
過
ご
し
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
？

・
施
設唐

沢
体
育
館
・
善
之
木
体
育
館

・
利
用
時
間

午
前
８
時
～
午
後
10
時

※
　
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
・
卓
球
・
室
内
ゲ

ー
ト
ボ
ー
ル
・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・

バ
ス
ケ
ッ
ト
・
大
な
わ
と
び
等

問
合
わ
せ
先
（
予
約
は
）

教
育
委
員
会
社
会
体
育
係

☎
52
–１
０
２
０

▲
十
月
の
つ
ぼ
み
っ
こ
く
ら
ぶ

つ
ぼ
み
っ
こ
は
今
月
も
お
子
さ
ん
の
元

気
を
応
援
し
ま
す
。対
象
者
は
、保
育
所
入

所
前
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者
で
す
。

◎
さ
つ
ま
い
も
掘
り
と
手
づ
く
り

お
や
つ
を
作
っ
て
試
食
し
て
み
よ
う
！

・
日
時
　
　
10
月
６
日
（
火
）

午
前
10
時
～

・
場
所
　
　
山
口
博
康
宅

・
持
ち
物
　
長
靴
・
手
袋

・
講
師
　
　
古
谷
け
い
子
栄
養
士

◎
楽
し
く
３
Ｂ
体
操
を
や
っ
て
み
よ
う
！

・
日
時
　
10
月
20
日
（
火
）

午
前
10
時
～

・
場
所
　
や
ま
ゆ
り
セ
ン
タ
ー

・
講
師
　
大
森
な
な
子
先
生

・
内
容
　
歌
や
音
楽
に
合
わ
せ
て
思
い
っ

き
り
体
を
動
か
せ
ま
す
。
子
ど

も
さ
ん
だ
け
で
な
く
大
人
も

一
緒
に
楽
し
く
体
を
動
か
し
ま

し
ょ
う
。
乳
児
さ
ん
も
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

問
合
わ
せ
先

役
場
住
民
健
康
課
保
健
師

（
伯
耆
・
宮
下
）
 ☎
52
–２
１
１
３

総
務
課
か
ら

○
10
月
の
行
政
相
談
所

10
月
20
日
か
ら
26
日
ま
で
秋
の
行
政
相

談
週
間
で
す
。
行
政
相
談
は
行
政
に
関
す

る
苦
情
や
意
見
、要
望
な
ど
を
受
け
、そ
の

解
決
や
実
現
を
図
る
も
の
で
、
行
政
相
談

員
が
み
な
さ
ん
の
身
近
な
相
談
員
に
な
っ

て
い
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

・
相
談
日
　
10
月
21
日
（
水
）

午
前
10
時
か
ら
正
午

・
場
　
所
　
や
ま
ゆ
り
セ
ン
タ
ー

問
合
わ
せ
先

総
務
課
　
総
務
行
政
係

☎
52
–２
１
１
１

教
育
委
員
会
か
ら

○
秋
の
五
感
の
集
い

星
空
と
音
楽
の
夕
べ

〜
フ
ル
ー
ト
の
調
べ
、
天
空
の
輝
き
〜

皆
さ
ん
は
最
近
夜
空
を
見
上
げ
た
こ
と

あ
り
ま
す
か
。
秋
晴
れ
の
夕
方
、
太
陽
が

沈
ん
で
し
ば
ら
く
す
る
と
蒼
色
の
宵
空
に
、

一
つ
、
ま
た
一
つ
と
星
が
姿
を
現
わ
し
ま

す
。
そ
し
て
夜
が
更
け
る
頃
に
は
満
点
の

星
が
天
空
を
彩
り
ま
す
。
大
地
か
ら
仰
ぎ

見
る
星
た
ち
の
輝
き
は
、
私
た
ち
が
今
、

宇
宙
で
生
き
て
い
る
こ
と
を
実
感
で
き
る

瞬
間
で
も
あ
る
の
で
す
。

今
年
は
、フ
ル
ー
ト
奏
者
 中
瀬
香
寿
子

さ
ん
を
お
迎
え
し
て
、
フ
ル
ー
ト
の
澄
ん

だ
音
色
と
星
空
の
カ
ラ
ー
写
真
と
と
も
に
、

ひ
と
と
き
の
星
空
め
ぐ
り
へ
誘
い
ま
す
。

美
し
い
演
奏
と
映
像
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ

ン
、
そ
し
て
楽
し
い
ト
ー
ク
の
世
界
を
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。

お

知

ら

せ

く
ら
し
の
情
報

お

知

ら

せ

お

知

ら

せ

催
し

募
集

子
育
て

生
活
・
環
境

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

お

知

ら

せ

く
ら
し
の
情
報

お

知

ら

せ

お

知

ら

せ

催
し

募
集

子
育
て

生
活
・
環
境

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

お

知

ら

せ

く
ら
し
の
情
報

お

知

ら

せ

お

知

ら

せ

催
し

募
集

子
育
て

生
活
・
環
境

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

お

知

ら

せ

く
ら
し
の
情
報

お

知

ら

せ

お

知

ら

せ

催
し

募
集

子
育
て

生
活
・
環
境

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ



（９）

・
日
時
　
　
10
月
10
日
（
土
）

午
後
７
時
～

・
場
所
　
　
や
ま
ゆ
り
セ
ン
タ
ー

・
講
師
　
　
牛
山
俊
男
（
自
然
写
真
家
）

問
合
わ
せ
先

教
育
委
員
会
社
会
教
育
係

☎
52
–１
０
２
０

や
ま
ゆ
り
セ
ン
タ
ー
か
ら

○
茶
の
湯
と
香
を
聞
く
会

こ
の
度
、
同
好
の
仲
間
が
集
い
次
の
様

な
会
を
催
し
ま
す
。

道
志
の
秋
の
一
日
、
美
し
い
紅
葉
を
愛

で
な
が
ら
一
服
の
お
茶
と
お
香
を
楽
し
み

ま
せ
ん
か
。皆
様
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、お

気
軽
に
お
越
し
下
さ
い
。

・
日
時
　
10
月
18
日
（
日
）

午
前
10
時
～
午
後
３
時

・
場
所
　
や
ま
ゆ
り
セ
ン
タ
ー
和
室

・
参
加
費
（
茶
券
）

お
一
人
様
３
０
０
円
（
学
生
半
額
）

・
講
師
　
三
枝
義
重
、
山
口
洋
子
  他

問
合
わ
せ
先

同
好
会
（
三
枝
）
 

０
９
０
–２
２
０
８
–２
４
７
５

体
育
協
会
か
ら

○
第
11
回

道
志
林
間
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
開
催

・
開
催
日
　
平
成
21
年
10
月
25
日
（
日
）

雨
天
決
行

・
会
場
　
　
道
志
村
民
グ
ラ
ウ
ン
ド

・
種
目
　
　
林
道
室
久
保
線

３
ｋ
ｍ
、
５
ｋ
ｍ

国
道
４
１
３
号
～

林
道
田
代
椿
線
10
ｋ
ｍ

・
受
付
　
　
　
10
月
25
日
（
日
）

午
前
７
時
～
９
時

・
ス
タ
ー
ト
　
　
午
前
10
時
～

・
全
競
技
終
了
　
午
後
12
時

大
会
に
関
す
る
問
合
わ
せ
先

道
志
林
間
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
事
務
局

（
道
志
村
教
育
委
員
会
内
）

☎
52
–１
０
２
０

富
士
・
東
部
保
健
所
か
ら

○
臓
器
提
供
意
思
表
示
カ
ー
ド

私
た
ち
の
周
り
に
は
、心
臓
、肺
、腎
臓

な
ど
の
機
能
が
低
下
し
、
い
ま
生
命
の
危

険
に
脅
か
さ
れ
て
い
る
人
が
い
ま
す
。
そ

の
命
を
守
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
唯
一

「
臓
器
の
移
植
」
で
す
。

臓
器
の
移
植
に
は
、「
も
し
も
自
分
が
死

ん
で
も
誰
か
の
命
を
救
い
た
い
、
自
分
の

臓
器
を
役
立
て
た
い
」
と
い
う
あ
な
た
の

善
意
が
必
要
で
す
。

こ
の
よ
う
な
お
気
持
ち
が
あ
り
ま
し
た

ら「
臓
器
提
供
意
思
表
示
カ
ー
ド
」を
持
ち

歩
い
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
際
に
は
必
ず
ご

家
族
に
も
臓
器
を
提
供
し
た
い
と
い
う
気

持
ち
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

意
思
表
示
カ
ー
ド
は
、保
健
所
、役
場
、

郵
便
局
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
等
に

置
い
て
あ
り
ま
す
。

○
意
思
表
示
カ
ー
ド
の
配
布

10
月
の
臓
器
移
植
普
及
月
間
に

合
わ
せ
て
次
の
場
所
で
も
配
布
し
ま
す
。

・
日
時
　
10
月
４
日
（
日
）

午
後
１
時
20
分
～
２
時
20
分

・
場
所
　
オ
ギ
ノ
河
口
湖
店

お
か
じ
ま
都
留
食
品
館
　

問
合
わ
せ
先

地
域
衛
生
課

☎
０
５
５
５
– 24
–９
０
３
５

○
看
護
師
等
再
就
業
相
談

結
婚
、
出
産
、
育
児
、
介
護
な
ど
に
よ

っ
て
職
場
を
離
れ
た
看
護
師
等
の
皆
様
、

今
は
ど
う
し
て
い
ま
す
か
。
あ
な
た
の
再

就
業
が
期
待
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

看
護
師
等
の
仕
事
は
、
医
療
の
進
歩
や

介
護
需
要
の
増
大
な
ど
に
よ
り
、
就
職
が

厳
し
い
昨
今
で
あ
っ
て
も
、
高
い
求
人
率

で
す
。

離
職
し
て
か
ら
の
期
間
が
空
い
て
い
る

こ
と
に
よ
り
不
安
を
抱
い
て
い
る
方
に

は
、
病
院
に
お
け
る
最
新
の
看
護
業
務
の

習
得
と
職
場
復
帰
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め

の
実
務
研
修
に
参
加
し
て
頂
く
機
会
も
あ

り
ま
す
。

ま
た
、
県
内
の
求
人
情
報
も
提
供
し
て

い
ま
す
の
で
、
自
分
に
合
っ
た
職
場
を
選

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
経
験
を
生
か
し
て
再
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
く
だ
さ
い
。
で
は
再
就
業
の

た
め
の
相
談
窓
口
を
開
い
て
お
り
ま
す
。

・
保
健
師
、
助
産
師
、
看
護
師
、
准
看
護

師
の
免
許
所
有
者

・
個
人
情
報
は
厳
守

問
合
わ
せ
先

地
域
衛
生
課

☎
０
５
５
５
–24
–９
０
３
４

甲
府
地
方
裁
判
所
か
ら

○
法
の
日
週
間
行
事

裁
判
所
、
検
察
庁
、
弁
護
士
会
共
催

〜
裁
判
を
体
験
し
て
見
よ
う
！
〜

・
日
時
　
平
成
21
年
10
月
10
日
（
土
）

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

・
場
所
　
甲
府
地
方
・
家
庭
裁
判
所

（
甲
府
市
中
央
１
-10
-７
）

・
対
象
　
小
学
生
高
学
年
か
ら
中
学
生

ま
で

・
募
集
人
員
　
約
40
名
（
先
着
順
）

・
参
加
費
　
無
料

・
内
容①

　
裁
判
所
広
報
用
ビ
デ
オ
「
裁
判

所
っ
て
ど
ん
な
と
こ
？
」
上
映

②
　
実
際
の
法
廷
で
、
模
擬
裁
判
体

験
③
　
裁
判
員
裁
判
用
法
廷
見
学

問
合
わ
せ
先
（
申
込
は
）

甲
府
地
方
裁
判
所
事
務
局
総
務
課

庶
務
係
☎
０
５
５
–235
–１
１
３
３

甲
府
地
方
検
察
庁
企
画
調
査
課

☎
０
５
５
–235
–７
２
３
４
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道志村トピックス

第
10
回
源
流
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

全
国
源
流
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
源
流

資
源
が
国
民
的
な
財
産
で
あ
る
こ
と
の

理
解
と
共
感
を
広
め
る
と
と
も
に
、
源

流
域
の
環
境
保
全
や
地
域
づ
く
り
に
貢

献
す
る
こ
と
を
目
的
に
毎
年
開
催
さ
れ

て
い
ま
す
。

水
を
は
ぐ
く
む
自
然
環
境
の
大
切
さ

や
歴
史
、
文
化
の
再
認
識
を
訴
え
る

「
第
10
回
全
国
源
流
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

が
９
月
12
日
、
13
日
の
両
日
、
熊
野
川

源
流
、
奈
良
県
吉
野
郡
天
川
村
で
開
か

れ
ま
し
た
。

次
回
、開
催
地
と
な
る
道
志
村
か
ら
、

議
会
、
観
光
協
会
、
役
場
職
員
が
研
修

参
加
し
て
き
ま
し
た
。
源
流
か
ら
河
口

ま
で
を
含
む
流
域
単
位
の
相
互
理
解
と

交
流
を
深
め
、
川
の
つ
な
が
り
を
生
か

し
た
国
土
保
全
や
地
域
振
興
の
大
切
さ

な
ど
を
今
後
も
提
案
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

開
国
博
Ｙ
１
５
０

〜
ジ
ャ
ン
グ
ル
展
ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
道
志
村
〜

９
月
16
日
横
浜
開
港
１
５
０
周
年
記

念
事
業
ヒ
ル
サ
イ
ト
会
場
に
お
い
て

「
ジ
ャ
ン
グ
ル
展
ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
道
志
村
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

道
志
村
長
、
国
際
熱
帯
木
材
機
関
次

長
石
川
竹
一
氏
、
横
浜
市
地
球
温
暖
化

対
策
事
業
本
部
政
策
調
査
役
市
川
弘
美

氏
の
三
者
に
よ
り
「
乱
伐
に
よ
り
森
林

破
壊
の
危
機
を
迎
え
て
い
る
ア
マ
ゾ

ン
」
の
現
状
を
通
じ
て
、
将
来
の
人
類

に
と
っ
て
環
境
対
策
が
急
務
で
あ
る
こ

と
に
つ
い
て
話
し
合
い
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
大
都
市
で
あ
る
横
浜
市
で
の
環
境

対
策
や
道
志
村
に
お
け
る
バ
イ
オ
マ
ス

タ
ウ
ン
構
想
や
各
種
環
境
保
全
活
動
な

ど
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
企
画
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で

取
り
組
ん
で
い
る
環
境
対
策
が
地
球
環

境
の
維
持
、
保
全
の
た
め
、
い
か
に
必

要
な
こ
と
で
あ
か
を
認
識
し
、
こ
れ
を

メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
発
信
で
き
た
ら
と

開
催
さ
れ
た
も
の
で
す
。

道
の
駅
ど
う
し

10
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト

長
距
離
ド
ラ
イ
ブ
や
、
女
性
や
高
齢

者
の
ド
ラ
イ
バ
ー
が
増
加
す
る
な
か

で
、
交
通
の
円
滑
な
流
れ
を
支
え
る
た

め
、
一
般
道
路
に
も
安
心
し
て
利
用
で

き
る
休
憩
の
た
め
の
施
設
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
休
憩
施
設
で
は
、

地
域
の
文
化
、
名
所
、
特
産
物
な
ど
を

活
用
し
て
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
こ
と
が
望
ま
れ
て
い
る
中
、
「
道
の

駅
ど
う
し
」
は
平
成
11
年
４
月
５
日
誕

生
し
ま
し
た
。
以
来
、
お
客
様
に
愛
さ

れ
お
か
げ
さ
ま
で
10
周
年
を
迎
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
感
謝
を
込
め
て
９

月
19
日
か
ら
23
日
ま
で
の
５
日
間
「
10

周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
」
を
開
催
し
ま
し

た
。
延
べ
４
１
０
０
０
人
の
来
場
者
、

３
３
０
人
の
地
元
ス
タ
ッ
フ
の
協
力
を

い
た
だ
き
無
事
イ
ベ
ン
ト
を
終
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

青
年
団
活
動
に
ご
理
解
と
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

平
素
は
青
年
団
活
動
に
つ
い
て
格
別

の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
賜
り
感
謝
に
た

え
ま
せ
ん
。

さ
て
、
先
般
本
団
主
催
の
盆
踊
り
・

花
火
大
会
に
は
村
民
の
皆
様
か
ら
多
額

の
ご
寄
付
を
賜
り
ま
こ
と
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ま
た
今
年
は
、
村
制
施
行
１
２
０
周

年
記
念
事
業
の
郷
土
伝
統
芸
能
自
慢
大

会
も
あ
わ
せ
て
開
催
し
て
い
た
だ
き
ま

し
て
、
盛
大
に
行
う
事
が
出
来
ま
し

た
。
お
か
げ
さ
ま
を
も
ち
ま
し
て
無
事

終
え
る
こ
と
が
で
き
、
団
員
一
同
心
よ

り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
村
の
発
展
と
活
性
化
の

為
、
様
々
な
行
事
の
運
営
、
参
加
に
務

め
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

収
支
報
告

①
収
入
合
計
　
　
１
，
３
７
６
，
０
０
０
円

村
補
助
金
　
　
　
　
１
０
０
，
０
０
０
円

村
内
寄
付
金
　
１
，
２
７
６
，
０
０
０
円

（
寄
付
金
件
数
　
３
７
３
件
）

②
支
出
合
計
　
　
１
，
３
７
６
，
０
０
０
円

花
火
代
　
　
　
　
　
６
０
０
，
０
０
０
円

抽
選
会
景
品
代
　
　
４
２
６
，
８
８
１
円

音
響
機
材
、
車
借
上
、
電
気
工
事
代
等
　

１
８
５
，
１
１
９
円

う
ち
わ
、
タ
オ
ル
代
１
６
４
，
０
０
０
円

③
収
支
決
算
額
（
①
―
②
）
　
　
　
　
０
円
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竹下さんで43人目となります。

村制施行120周年記念事業のお知らせ
村制施行120周年記念事業  文化歴史週間

11月１日から11月７日までの間、やまゆりセンターにおいて各種文化歴史イベントが開催されます。
何方でも自由に入場することができます。お気軽にご来場下さい。

【週間中の催し物】 11月３日 PM2:00 〜   人権啓発講演会　講師：本村健太郎  弁護士

11月６日 PM4:00 〜   将棋大会の開催（参加自由）

11月７日 PM1:30 〜   水源の郷講演会　講師：しらいみちよ　
歌と語りによる「美しき清流、水源の郷」

【展示コーナー】 週間中　歴史資料（縄文式土器など）、道志十景写真（コンテストの実施）菊花・書の展示

※展示物を募集しています。ご自分の趣味で展示を希望される方がおりましたら役場総務課までご連絡下さい。

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
（
死
亡
）

東
和
出
村
　
菅
谷
公
彦
　
　
　
八
五
歳

竹
之
本
　
　
菅
谷
ゆ
き
子

九
〇
歳

東
和
出
村
　
菅
谷
幸
代

七
六
歳

（
八
月
届
出
）

慶

弔

訂
正
と
お
詫
び

９
月
号
の
「
わ
が
家
の
ア
イ
ド
ル
」
で
、

母
 小
鶴
さ
ん
と
掲
載
し
た
の
は
、

母
 千
鶴
さ
ん
で
し
た
。

ま
た
、
慶
弔
欄
の
お
誕
生
お
め
で
と
う
で
、

流
維
く
ん
と
掲
載
し
た
の
は
、

琉
維
く
ん
で
し
た
。

訂
正
し
て
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

なす「秋茄子は嫁に食わすな」「茄子は性寒

利、多食すれば必ず腹痛下痢す。」などから、

嫁の体を案じた言葉だという説もある。ともあ

れ、浅漬け、焼きなす、なすの味噌炒め、麻婆

なす、なす田楽と色々と代表する料理がありま

すがどう調理されたのでしょうか？

竹
之
本
　
佐
藤
つ
る
子
さ
ん

スローライフを
楽しむ

室久保
竹下 昌一さん

五月さん

田舎暮らしにあこがれ自然に恵まれた山

と、室久保川の清流に魅せられて道志に居を

定め、スローライフにも少しずつ慣れ庭の

花、木々に癒される日々で畑にも精を出し毎

日を楽しんでおります。

妻も、パンを焼いたり、好きなスイーツを

作り、自家製の野菜で料理に励み、ときには

自然の生命力を五感で感じながらスローライ

フを楽しんでいます。

又「道志案内士隊」に参加し、道志の郷土

史を学び（？）ながら人との交流に喜びを見

いだし２人共道志の生活に慣れ親しんで来た

ように思います。

これからも道志の方々に助けられながら楽

しく過ごして行きたいと思っています。

よろしくお願いします。

佐
さ

藤
とう

聖
ひじり

くん（馬場）

平成19年３月１日生
父  好起さん　母  典子さん



昭和41年　　山本丈晴氏に道志音頭の作曲依頼

道志村制120周年

〒402-0209  山梨県南都留郡道志村６１８１-１　TEL 0554-52-2111 ㈹   FAX 0554-52-2572　URL http ://www.v i l l .dosh i . lg . jp/

この広報紙は環境保護のため、
再生紙、大豆油インキを使用しています。

体育の日といえば運動会 体育の日の前後に運動会を開催する学校・団体は多いようです。しか
し、日頃スポーツに親しむことの少ない現代人は、運動会ではりきりすぎて病院にお世話になる事が絶
えないと言います。特に、運動会では「元陸上部」だったというパパが登場し、学生時代の自分の体
と、現実の自分の体とのギャップがあることを忘れて走り、不完全燃焼を起こしてしまいがちです。完
全燃焼された方も次の日に筋肉痛に襲われるなど、どちらにしても大変です。やはり運動会を楽しむた
めには、体育の日のみならず日頃からスポーツに親しむという努力が大切ではないでしょうか･･･。

Ｈ21.9.１現在　世帯数：623世帯　人口：1982人 (男：988人　女：994人）発行　道志村役場

村
制
施
行
１
２
０
周
年
記
念
事
業
に
ち
な
み
、
今
年
一
年
間
道
志
村
の
昔
の
写
真
を
掲
載
い
た
し
ま
す
。
こ
の
記
念
す
べ
き

年
に
道
志
村
の
過
去
を
振
り
返
る
機
会
と
し
て
、
先
人
達
の
歩
ん
だ
足
跡
を
紹
介
し
て
お
り
ま
す
。
古
い
写
真
を
お
持
ち
で
掲

載
を
希
望
し
た
い
方
は
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

（
今
後
村
の
事
業
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
）

写真提供：山口法邦さん

歳 時
記

昭和45年８月　　ボーイスカウト　日本ジャンボリー参加（朝霧高原）


